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＜連絡事項＞
・男性患者様の転入があったため、泉川ケイ子様の荷物はリネン庫に移しています。

＜患者様連絡事項＞

・佐々木　真由佳様～両家のご家族が来院されています。本人の希望で7/12長野県の自宅へ退院となり、今後は長野県にあるクリニックへ通院となります。退院時処方７日分と頓服薬が５回分処方となっています。ＧＡＦ35。
・曽我　正子様～7/24　10時から14時まで気分転換のため外出予定となっています。
・小笠原　久年様～7/23　9時から16時まで気分転換のため外出予定となっています。
・金山　辰巳様～7/17　11時半から17時までランチ外出予定となっています。
・大橋　照子様～7/19　9時半から17時まで八戸赤十字病院受診のため外出予定となって

います。当日は家族とスタッフ１名付き添い予定です。入院証明書依頼

しています。
・木村　敬様～7/19　14時から16時まで八戸市民病院受診のため外出予定となっています。入院証明書依頼しています。
・市川　真紀子様～7/15　9時半から7/16　15時半まで外泊予定となっています。
・長谷川　陽一様～7/11　10時から15時まで外出予定となっています。

・大久保　光男様～担当医意見書の作成のため、再度心理検査の指示があり心理スタッフへ伝票を渡しています。

・畠山　文男様～担当医へ確認しＧＡＦ30です。
・櫻川　貞二様～退院後は当院での外来通院となっています。初外来は7/28　11時。当院への通院になったことは、7/13の診察時に伝えるそうですので、スタッフからは言わないようにしてください。退院時処方も診察時に出す事にしています。
＜要注目患者様ケース検討＞

・大久保　すい様～私看護婦だから。息子は医者だから。もうすぐ退院だから。等言い、服薬は拒否しています。食事やプログラムへの拒否はありません。
・畠山　文男様～午前中は不安感を訴え、作業を途中退席しています。午後はホールでテ

レビを見て過ごし穏やかに過ごしています。頓服薬の希望はありません。
・佐々木　真由佳様～食事や服薬の拒否はありません。自室で過ごしていることが多く、他者交流もほとんどありません。家族面会に来られ、今後について話し合いをしています。
＜定期薬変更＞
・大橋　照子様～レボトミン(50)4Ｔから2Ｔへ変更となっています。

・長谷川　陽一様～リスペリドンＯＤ　1㎎から0.5㎎へ変更となっています。

＜田名部Ｄｒ診察情報＞

・成田　賀枝様～物を全部盗られた、退院したいなどの訴え聞かれています。各食残食が目立っているため、昼よりエンシュアリキッド３本　３×毎食後　２日分処方となり飲みきり止めとなっています。臨時薬同内容で７日分処方となっています。

・工藤　綾子様～診察時、男性患者様に対しての妄想発言や退院について訴えています。臨時薬、フルメジン２Ｔ　２×朝・夕から３Ｔ　３×毎食後へ増薬となっています。

・木村　敬様～移動後は自室で過ごすことが多く、時にイライラすると訴えています。夜

間の睡眠はとれています。臨時薬同内容で７日分処方となっています。ＧＡＦ確認し25です。リハプロ・ＯＴの導入の指示があり、作業スタッフへ伝えています。また八戸赤十字病院と村井内科クリニック受診し、28日分薬を持って来ており、継続の指示が出ています。

・山口　良枝様～飲酒要求や口渇の訴えはないが、テレビでお酒を飲んでいる所を見ると飲みたくなると話しています。臨時薬同内容で７日分処方。アルコールプログラムは来週より開始予定となり、同時に作業も導入になります。

・袴田　将志様～多飲水や体重の増減はありませんが、夜間帯入眠できず頓服薬を服用していることがあるため、臨時薬ハルラックが追加、他同内容で７日分処方となっています。

・石井　幸子様～今後は自宅へ退院となり、デイケアを利用していくこととしているため、担当スタッフは服薬自己管理をすすめてください。また外出泊訓練の調整をしてください。

＜皮膚科診察情報＞

・山口　良枝様～両肘に湿疹があり、デルモゾールＤＰ軟膏が処方となっています。
・若松　澄子様～鶏眼除去しています。処置は継続となっています。

・小笠原　文人様～鼻の下に赤い丘疹があり、ゲンタマイシンが処方となっています。

・續石　啓介様～臀部の軟膏がエキザルべからアズノールへ変更となっています。

・大上　なみ様～テルビナフィンクリーム１本処方となっています。

・櫻川　貞二様～デルモゾールＤＰ軟膏処方となっています。

＜転入患者様＞

三浦　久司様
入院年月日：12月2日
　生年月日：昭和50年9月9日　41歳

　性　　別：男性
病　　名：統合失調症

　入院形態：入院時措置入院　　

入院形態変更日：平成29年4月7日　任意入院

保護者：成年保佐人

　　主治医：田名部Dr

入院までの経過
H17年7月(30歳)頃、集中力の低下を主訴として、とのがやとメンタルクリニックを初診し通院を継続。H20年8月、仕事を解雇され実家へ帰省し、通院中断。同時期より、空笑・独語が認められた。H20年11月頃より不眠等の症状が増悪して、H20.11.18当院を初診し通院を継続。H20年12月頃より幻聴・妄想等の症状が出現。H21.3.17を最後に中断。情動不安定で家族へ粗暴行為に至り、H21.3.22松平病院を初診し入院。

H21年10月に退院後、病識が乏しく、通院・服薬を中断して症状の再燃を繰り返し、精神科へ計3回の入院歴がある。H26.9.1八戸市立市民病院[精神科]を退院後も通院中断。症状が顕著で、床一面に洗剤を敷き詰める、親や八戸市立市民病院等を起訴する等の行為があり、対応に苦慮していた。H28.11.12自宅の窓ガラスを割って不法侵入し、逮捕・拘留。措置通報が行われ要措置と診断されて、H28.12.2当院1回目の入院(措置)。

※作業・リハプロ：Ｂグループ

※臨時薬7/14まで

※買い物カードあり

※ＧＡＦ　30
